
８

●広 ●報 ●あ ●ぐ ●い 2015年 1月15日号

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）

年末の恒例行事“餅つき”が町内の保育園・幼稚園で行われ
ました。城山保育園と草木保育園では１２月１９日、地域の方と一
緒に餅つきを楽しみました。
城山保育園では地域の方に手伝ってもらい、年少児から年長

児まで約２０人が体験。園児たちは子ども用のきねを振り上げ、
「ぺったんぺったん」とかわいい音をたてながら一生懸命お餅
をつきました。ついたお餅は、地域の方が持参した大根を使っ
た大根おろしなどを付けて食べました。園児たちは「お餅をつ
いておなかが減った」と何度もおかわりしていました。
草木保育園では高砂会の方の協力を得て、年長児約３０人が体
験しました。早く餅をつきたくてソワソワしながら順番を待つ
園児たち。自分の番になると友達の声援を受け、おじいちゃん
たちと一緒に元気に餅をつきました。「柔らかくておいしい」
と話す園児たちは、おばあちゃんたちが食べやすく丸めたお餅
にあんこなどを付け、おなかいっぱい食べました。

●みんなが主役の交流会

勤労福祉センター（エスペランス丸山）で１２月６
日、子育て支援グループ むぎ・むぎ主催の子育て世
代を中心とした交流会“わくわくＡｇｕフェスタ
２０１４ ”が開催されました。
交流会では、パパ・ママたちが日ごろコツコツ作っ
た素敵な作品や地元農家の新鮮野菜を購入できたり、
昔の遊びで高齢者の方と触れ合ったりできる楽しい
ブースがいっぱい。小学生が運営のお手伝いをした
“おもちゃの交換会・かえっこバザール”は、真剣な
まなざしでおもちゃを選ぶ子どもたちでにぎわってい
ました。朝早くから町内外より、約５００人が訪れた会
場は活気に満ちていました。

〈大人気の“かえっこバザール”〉

●道路横断は危険でいっぱい

高齢者の交通事故防止を目的とした「高齢者交通安
全教室」が１２月１２日、坂部公民館で行われました。始
めに半田警察署員から「高齢者の道路横断中の事故が
多いので横断歩道を渡ってほしい」とお願いがありま
した。次に、半田警察署、愛知県警交通安全啓発チー
ム“あゆみ”、交通安全協会の協力で、３次元ＣＧで
道路横断の模擬体験ができる“歩行者シミュレー
ター”を使い、安全な道路の渡り方と正しい交通マ
ナーを実践的に学びました。歩行者シミュレーターを
体験した男性は、「年をとって見落としが増えてきた
ので、横断する際はしっかり注意していきたい」と話
しました。

〈歩行シミュレーターを体験する参加者〉
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地域の方に手伝ってもらったよ（草木）
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力いっぱいお餅をついたよ（城山）


